
 

講演会

フランス語、並びに言語の教育法 

方法論、歴史、フランス語教授の養成について

場所 東京日仏学院 〒  東京都新宿区市ヶ谷船河原町

日時 月 日（水）午後５時より

 

入場無料 : 要事前予約、フランス語のみの講演 

席数限定のため要事前登録：dg.francais.contact@institutfrancais.jp 

（氏名、所属先、役職名を明記してください） 

 

この講演では、外国語としてのフランス語（並びにその他の言語）の教授法における、現時点での進展の見解、

特に 「言語生成の繰り返し」（いわゆる『方法論』）を超える新たな方法論的形態が存在するのか、といった

考察を紹介します。『主流』と言われる方法論（コミュニケーション、身振りの活用）や『副次的』な方法論、

折衷的な方法論等 — どのような方法においても背景を考慮し、特に文化・文明の教育法を扱うには、歴史を振

り返ることが不可欠です。 

フランス語教授の養成において、これらの側面はどのように考慮されているのでしょうか？当日は、ソルボン

ヌ・ヌーベル大学のシス言語科学名誉教授をお招きし、当大学での DFLE のマスター課程をモデルにした、一

般論に限定されない例の紹介も交えた見解をいただきます。

講師紹介：ジャン＝ルイ・シス。ソルボンヌ・ヌーベル大学（パリ）言語科学名誉教授 

 

サン・クルー高等師範学校卒。現代文学教授資格者（アグレジェ） 、言語学博士、および研

究指導資格を有し、言語理論の歴史およびフランス語と言語の教授法に関する著書多数。現

在は、言語イデオロギーの概念と言語政策・言語教育について探求している。特に FLE（外

国語としてのフランス語教授法）の分野での多数の論文を指導。 

 

最新出版物 :  

- 年 社出版

- 

年 社出版)

- 年 社出版)

- 

社出版)

- 年  共著  社出版)

 

この講演会は、早稲田大学、在日フランス大使館/アンスティチュ・フランセ、並びに日本学術振興会（ ）

の支援の下、開催されます


